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水に浸かった物の運び出し水に浸かった物の運び出し

　８月３日からの大雨により被害を受けられた
方々の支援を行うため、妙高市と上越市の社会福祉
協議会と青年会議所、くびき野ＮＰＯサポートセン
ターが協力し、8月20日に村上市へボランティアバ
スを運行しました。
　参加したボランティア14人は、村上市川辺地区
で住宅の泥出しや片付け、掃除などを行いました。

　時折雨が降り蒸し暑さが増す中、参加者は黙々
と作業を行っていました。
　支援活動に入ったお宅の方からは「自分だけで
は、どうにもならなかった。来てくれて本当にあ
りがとう。」と感謝の言葉をいただきました。
　ボランティアに参加された皆様、ご協力いただ
いた皆様に心より感謝いたします。

敷地内にたまった泥出し

流れてきた流木やゴミの片付け流れてきた流木やゴミの片付け

被災地の支援にボランティアを派遣！被災地の支援にボランティアを派遣！

採用人数
勤務場所
応募期限　
資格要件
募集要項
問 合 せ

正職員１名　　　採 用 日　令和５年４月１日
妙高市社会福祉協議会本所
令和４年１０月２１日（金）まで
社会福祉士資格（取得見込みも可）、普通自動車運転免許
本所窓口、当会ホームページまたはハローワークで入手できます。
詳しいことの問い合わせは下記へ
妙高市社会福祉協議会　法人本部　山本又は尾﨑　電話0255-72-7660
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　新潟県内の災害と
ボランティア活動につ
いて学ぶため、8月18
日に「かしわざき市民
活動センター中越沖
地震メモリアルまちか
ら」を会場にボランティア学習会を開催しました。
　新井高校社会科クラブの部員ら6名が参加し、
中越沖地震の様子や地域の関わりを学びました。
　参加者からは「自分の地域ももっと知りたくなっ
た。相手のことを考えて行動していきたい。」など
の感想が聞かれました。

　「第７地区身体障がい者スポーツ交流会」が6
月12日に上越市総合体育館で開催されました。
妙高市、上越市、糸魚川市から54人が参加し、
ボッチャを楽しみ交流を深めました。
　３年ぶりの
再会で、参加
者から「久し
ぶり～、元気
だったかね
～」と声が聞
かれました。

パラリンピック種目の「ボッチャ」

大規模災害に備えて！
　近年、全国各地で大規模な災害が発生
しています。妙高市社協では、災害時に
備え災害ボランティアセンター設置の準
備をしています。市民のみなさんも日頃
から災害時への備えをお願いします。
①食料・飲料などの準備（３日分程度）
②非常用持ち出しバッグの準備
③ご家族同士の安否確認方法
④避難場所や避難経路の確認

　去る6月28日、新井別院を会場に、当会主催によ
る「妙高市戦没者追悼法要」を開催しました。今年
度も感染症対策のため規模を縮小しての開催と
なりましたが、市遺族会役員や来賓など約40名が
参列し、1,691柱の御霊に哀悼の誠を捧げました。
　本会三浦会長が追悼文を読み上げた後、来賓を
代表して入村市長、佐藤市議会議長から追悼のこ
とばをいただき、本堂に読経が響く中、参列者全員
が焼香を行い、戦没者を偲びました。
　折しもロシアに
よるウクライナへ
の軍事侵攻が激し
さを増す中での開
催となり、改めて
平和への思いを強
くした一日でした。

戦没者を偲び世界平和を誓う
　8月8日から
18日までの間、
妙高市遺族会に
よる「戦没者記
憶展」が市の平
和展に合わせて
市役所コラボ
ホールで開催されました。
　市遺族会では、令和３年度から戦没者の遺品な
どを発掘・登録する取り組みを進めており、今回は
その登録品を中心に80点の遺品などが展示され、
期間中市内外から約200名の来場者が訪れました。
　戦後77年が経過し、戦争を知らない世代が約９
割を占めるいま、二度と戦禍が繰り返されること
がないように、悲惨な戦争の記憶を風化させるこ
となく、後世に語り継いでいくことが大切です。

市遺族会『戦没者記憶展』を開催
　新型コロナウィルス感染症の影響により、人と人とが距離を取り、接触する機会を減らさなければなら
ない状況となっています。つながることが難しい時こそ、きめ細やかな福祉活動が重要となっています。
　10月1日より赤い羽根共同募金運動が全国一斉に行われます。皆さまのご協力をお願いします。

新潟県内の福祉事業に配分

一般募金配分金 1,894千円
(令和５年度事業)

歳末募金配分金 1,700千円
(令和4年度事業)一般募金配分金 3,600千円 (令和5年度事業)

さまざまな募金活動により、ご協力をいただいています。

募金箱
お店の窓口などに募金
箱を設置いただく募金

戸別募金
町内会等を通じて、各
世帯にお願いする募金

学校募金
小・中学校の児童
や生徒が行う募金

職域募金
官公庁、会社の
職場で行う募金

法人募金
企業や商店など
事業主の皆様に
お願いする募金

妙高市内の福祉事業に配分

令和４年度
 妙高市の目標額
7,194千円

募金の
３割は県内の
福祉事業に使
われます。募金の７割

が妙高市の
福祉事業に
使われます。

災害ボランティアの支援にも活用されています。

障がい者作業所に 福祉施設の改修に

災害ボランティアの支援に

福祉車両の整備に 福祉イベントの開催に

歳末あったかネットワーク事業
オリジナルカレンダーを配布しながら、
冬期間の高齢者の見守りを行います。
（1,564千円）

福祉教育事業
高校生の福祉活動の支援を行います。
（136千円）

ボランティア推進事業
ボランティア活動の支援と、災害に
備えたボランティアセンターの体
制の強化を図ります。（1,257 千円）

福祉教育実施校助成事業
小中学校が行う福祉教育活動を
支援します。（188 千円）

小地域ネットワーク事業
地域の皆様と連携し高齢者世帯
などの見守りネットワークづく
りを推進します。（451 千円）

お楽しみランチ事業
高齢者世帯へ
ボランティアに
よる手作り弁
当を届けます。
（937 千円）

地域の茶の間等助成事業
地域の茶の間（サロン活動）や、福祉施
設に助成します。（767千円）
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永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて 永年の功績を称えて ～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～永年の功績を称えて ～新潟県民生委員児童委員協議会会長表彰～

←岡田治子委員
　（妙高高原）

勝山玲子委員→
（妙　高）

　妙高高原地区の岡田治子民生委員・児童委員と妙高地区の勝山玲子民生委員・児童委員が、労を惜しまず
地域のために永年尽力された功績が認められ「永年勤続民生委員・児童委員表彰」を受賞されました。
　また、南部地区民生委員児童委員協議会の皆さんは、定例会議の出席率の高さ、山間豪雪地、少子高齢な

どの地域課題が山積する中でも前向きに活動する姿勢が
評価され「優良単位民生委員児童委員協議会表彰」を受
賞されました。功績に敬意を表しますとともに、今後益々
のご活躍を祈念いたします。おめでとうございました。

南部地区民生委員児童委員協議会の皆さん
（中央左）南部地区大野会長(中央右)市民児協梅村会長

　次の方々より『地域の福祉に役立ててほしい』
と温かいご寄付をいただきました。
　地域福祉の充実のために活用させていただきます。

令和4年6月1日～令和4年8月31日受付分

　8月24日（水）～26日（金）の3日間、新井中学校2
年生2名が訪れ、地域で活躍する皆さんの活動を体
験しました。多くの人が地域を支えていること、その
活動を支えることが
地域福祉の推進に
つながることを学
びました。

地域から学ぶ
～ 新井中学校職場体験学習 ～

無料弁護士相談
　弁護士が月1回、無料で相談に応じます。

◆相 談 日 　事前に予約が必要です

◆相談時間　午後1時～5時までの間で1人30分
◆会　　場　いきいきプラザ2階　高齢者学習室
◆申 込 み　妙高市社会福祉協議会 ℡72-7660

　7月から新たに採用となった妙高高原支所の職員
を紹介いたします。妙高高原地域の皆さまには大変
お世話になりますが、今後とも変わらぬご支援をよ
ろしくお願いいたします。
- - - - - - - - - -

望月夏美と申します。至らない点も
沢山あるかとは思いますが、地域や社
協の仕事を一日でも早く覚え、妙高高
原地域の皆さんに頼りにされる職員に
なれるよう一生懸命頑張ります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

社協妙高高原支所職員紹介

寄付者名

寄付者名 寄付物品

寄付金


